メディア学研究会（院）特別講演会



　　　　　　　　　　

　　
　　
日時：2012年10月18日(木)18:30～20:30

場所：同志社大学今出川校地新町校舎・臨光館204番教室（R204）
講師：木村朗（きむら・あきら）さん（鹿児島大学法文学部教授、平和学・ 国際関係論専攻）

· ＊ ＊ ＊

「多くの国民が 「歓迎」 したはずの、あの政権交代が意味したものは果たして何であったのか、鳩山政権の本気度だけでなく、私たちの本気度も問われているのだと思います」
（【インターネット新聞ＮＰＪ論評「時代の奔流を見据えて──危機の時代の平和学」】より引用）
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【木村朗さん略歴】
1954年8月生まれ。北九州市小倉出身。鹿児島大学法文学部教授。日本平和学会理事(「平和運動」 分科会責任者)、九州平和教育研究協議会会長。

安保・沖縄問題、民族・ナショナリズム問題、原爆投下・核問題、9･11事件以後のアメリカ帝国・世界秩序、冤罪・報道被害と裁判員制度などが主な研究テーマ。

主な著作は、単著 『危機の時代の平和学』、共著『広島・長崎への原爆投下再考－に米の視点』、編著 『核の時代と東アジアの平和―冷戦を越えて』(いずれも法律文化社）、編著 『米軍再編と前線基地・日本』、同 『 9・11事件の省察―偽りの反テロ戦争とつくられる戦争構造』同 『メディアは私たちを守れるか？―松本サリン・志布志事件にみる冤罪と報道被害』(いずれも凱風社）、『市民を陥れる司法の罠－志布志事件と裁判員制度をめぐって』(南方新社、2011年5月刊行）、他。

また、学生・院生だけでなく、社会人も参加できる「平和問題ゼミナール」(1997年開講）を月１回のペースで開講するとともに、市民による独立したインターネット・メディアであるＮＰＪ(News for the People in Japan)に2008年11月から自分の論評「時代の奔流を見据えてー危機の時代の平和学」を連載中。

※無料、事前申し込み不要・直接教室にお越しください。

主催：同志社大学大学院メディア学研究会
＜お問い合わせ＞　浅野健一研究室気付　電話：075-251-3457　FAX：075-251-3066（学部共用）
メール：dsm0201＊mail2.doshisha.ac.jp（院メディア学研究会会長：荻野友美）　＊を＠に変えてご送信してください。
